
〈
総
務
費
〉

財
政
調
整
基
金
を
当
初
予
算
よ
り

多
く
積
み
立
て
た
理
由
は
。

航
空
機
関
連
工
場
建
設
に
伴
う
償

却
資
産
の
増
分
、決
算
剰
余
金
の
編
入

な
ど
に
よ
り
、6
億
8
0
0
万
8
千
円

に
な
っ
た
。

と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
負
担
金

が
増
え
た
理
由
は
。

タ
ウ
ン
バ
ス
の
利
用
者
が
1
8
5
7

人
減
少
し
た
た
め
。

自
治
会
加
入
率
を
増
や
す
た
め
に

検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

自
治
体
加
入
率
は
毎
年
減
少
し
て

い
る
。加
入
チ
ラ
シ
を
更
新
し
て
地
区

委
員
に
配
布
し
た
り
、地
区
委
員
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、町
と

し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

〈
民
生
費
〉

障
害
者
総
合
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス

が
前
年
度
に
比
べ
充
実
し
て
い
る
が
、事

業
所
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
は
作
成

し
て
い
る
か
。

愛
知
県
の
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
基

づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
説
明
を
実
施

し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
園
に
、も
っ
と
フ

リ
ー
の
保
育
士
を
配
置
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

冨
士
保
育
園
、豊
山
保
育
園
に
2
名

ず
つ
フ
リ
ー
の
保
育
士
を
配
置
し
て
い

る
。敬

老
会
の
記
念
品
は
い
く
つ
用
意
し

た
の
か
。ま
た
、弁
当
や
敬
老
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

例
年
70
％
弱
の
来
場
を
見
込
み
、

1
2
0
0
個
用
意
し
た
。（
来
場
者

1
0
2
9
人
）

お
弁
当
の
配
布
の
有
無
に
つ
い
て
、今
年
度
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、集
計
中
で
あ
る
。

〈
衛
生
費
〉

予
防
接
種
事
業
で
、接
種
率
の
伸
び

の
理
由
、高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
伸
び
悩
み
の
原
因
は
。

予
防
接
種
率
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、

妊
婦
に
対
す
る
勧
奨
、周
知
の
徹
底
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。ま
た
、肺
炎
球
菌
接

種
率
に
つ
い
て
は
、既
接
種
5
年
経
過
者

の
任
意
接
種
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め

と
考
え
る
。

〈
消
防
費
〉

防
災
倉
庫
内
の
器
具
類
が
、ど
こ
に

何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
。置
き
場
を

マ
ッ
プ
化
し
て
は
ど
う
か
。

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
で
、検
討

し
て
い
き
た
い
。

〈
教
育
費
〉

児
童
・
保
護
者
を
対
象
と
し
た
安
全

講
習
会
事
業
で
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と

を
行
っ
た
の
か
。放
課
後
、あ
ぶ
な
い
遊
び

を
し
て
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
る
が
。

子
ど
も
向
け
講
習
会
で
は
、子
ど
も

の
生
き
る
権
利
と
し
て「
安
心
」「
自
信
」

「
自
由
」に
つ
い
て
説
明
し
た
。交
通
マ

ナ
ー
は
安
全
対
策
の
重
点
と
と
ら
え
、

事
あ
る
ご
と
に
訴
え
て
い
る
。多
く
の
目

を
持
ち
地
域
の
方
の
指
導
も
お
願
い
し

た
い
。介

護
予
防
把
握
事
業
の
実
績
が
増

え
て
い
る
要
因
は
。

介
護
予
防
の
必
要
性
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
対
象
を
増
や

し
た
。そ
の
た
め
、訪
問
回
数
、訪
問
人

数
、訪
問
延
べ
人
数
が
増
加
し
た
。

〈
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
金
〉

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
の
補
助
金
の
概

要
は
。補

助
金
の
額
は
上
限
10
万
円
で
、

「
撤
去
費
」ま
た
は「
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
1
ｍ
あ
た
り
1
万
円
」の
ど
ち
ら
か
少

な
い
額
の
2
分
の
１
。

　
小
学
校
指
定
の
通
学
路
に
面
し
て
い

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、3
年
間
の
特
例
と
し

て
、4
分
の
３
、上
限
15
万
円
を
補
助
す

る
。

〈
児
童
遊
園
維
持
工
事
〉

児
童
遊
園
管
理
事
業
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

撤
去
の
概
要
は
。

25
か
所
の
児
童
遊
園
の
う
ち
、ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
の
は
、3
か
所
、そ
の

う
ち
今
回
は
劣
化
の
激
し
い
伊
勢
山
児

童
遊
園
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤
去
す
る
。

〈
消
防
出
初
式
〉

県
営
名
古
屋
空
港
で
の
出
初
式
は

珍
し
い
と
思
う
。今
回
の
出
初
式
は
ど

れ
く
ら
い
の
規
模
で
行
わ
れ
る
の
か
。

P
R
の
み
の
補
正
か
。

平
成
31
年
西
春
日
井
2
市
1
町
合
同

消
防
出
初
式
は
、本
町
の
特
色
を
生
か
し

て
空
港
エ
プ
ロ
ン
内
に
て
開
催
す
る
。

　
事
前
に
P
R
し
て
多
く
の
見
学
者
を

募
集
し
て
い
く
。P
R
用
の
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
等
の
製
作
費
、式
典
当
日
の
駐
車

場
、会
場
へ
の
誘
導
な
ど
の
費
用
を
計
上

し
て
い
る
。

〈
自
動
走
行
実
証
実
験
〉

自
動
走
行
実
証
実
験
と
は
。

公
共
交
通
へ
の
活
用
の
可
能
性
を
探

る
こ
と
が
目
的
。場
所
は
空
港
構
内
道

路
を
予
定
し
て
い
る
。運
転
手
は
同
乗

す
る
が
、運
転
は
行
わ
な
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

平
成
29
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
歳
入
・
歳
出
決
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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工事請負契約の締結

教育委員（鈴木 森晶）の任命

町道路線の認定

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正

税条例等の一部改正

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

指定地域密着型サービス等の事業の人員等に関する基準を定める条例の一部改正

地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

平成２９年度一般会計歳入歳出決算の認定

平成２９年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

平成２９年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

平成２９年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

全員賛成可決

全員賛成同意

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

賛成８反対１認定

賛成８反対１認定

全員賛成認定

全員賛成認定

全員賛成認定

全員賛成認定

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成同意

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決

平成２９年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成２９年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成３０年度一般会計補正予算（第２号）

平成３０年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成３０年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

教育長（北川 昌宏）の任命

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及び拡充を求める意見書の提出

国の私学助成の拡充に関する意見書の提出

愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出

質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ質疑あれこれ

議　案 議　案審議結果

審議結果
審議結果

賛成討論　　反対討論賛成討論　　反対討論VSVS
総
合
計
画
に
基
づ
き
執
行

　
　
　
　
　
　
　  

　
　  

（
坪
井
孝
仁
議
員
）

　
安
全
・
安
心
で
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
、豊
山

保
育
園
の
改
修
工
事
、社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
の

空
調
機
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、い
ず

れ
も
第
4
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
基

づ
き
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。

住
民
の
負
担
軽
減
を

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
（
山
本
亮
介
議
員
）

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
悪
影
響
が
、住
民
生
活
を

苦
し
め
て
い
る
と
思
う
。町
は
29
年
度
財
政

調
整
基
金
に
6
億
8
3
1
万
円
積
み
立
て
ら

れ
、今
定
例
会
後
は
16
億
2
2
2
3
万
8
千
円

と
な
る
。

　
適
正
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
を
し
て
い
る

豊
山
町
で
あ
れ
ば
、様
々
な
分
野
で
住
民
の
負

担
を
軽
減
し
、国
政
の
防
波
堤
に
な
っ
て
い
け

る
と
信
じ
て
い
る
。

構
成
割
合
に
苦
心
し
た
決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
安
藤
春
一
議
員
）

　
平
成
２７
年
比
約
７
０
０
人
近
く
被
保

険
者
が
減
少
し
た
。単
的
に
み
て
均
等
割
の
負

担
増
は
否
め
な
い
。こ
う
し
た
中
で
各
々
の
構
成

割
合
の
バ
ラ
ン
ス
に
苦
心
を
重
ね
た
決
算
と
思

う
が
、国
民
健
康
保
険
事
業
環
境
は
激
変
し
た
。

今
後
は「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
〜
」の
理
念
が

十
分
に
配
慮
さ
れ
る
と
推
察
し
賛
成
す
る
。

国
政
の
防
波
堤
に
な
り
き
れ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
（
山
本
亮
介
議
員
）

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
1
億
2
7
6
0

万
円
に
削
減
さ
れ
、
均
等
割
と
平
等
割
が

2
3
0
0
円
ず
つ
引
き
上
が
っ
た
。所
得
の
低
い

高
齢
者
が
多
く
加
入
し
て
い
る
た
め
、国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
上
げ
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。

　
町
に
は
国
政
の
防
波
堤
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て
い

る
人
の
負
担
感
を
思
う
と
、国
政
の
防
波
堤
に
な

り
き
れ
て
い
な
い
。

賛
成
反
対

賛
成
反
対

平
成
２９
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

平
成
２９
年
度一般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
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9
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
議

一
般
質
問

9
月
定
例
会

質
疑
あ
れ
こ
れ

討
議

一
般
質
問


